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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子の撮像面に物体の像を結像させるために使用される撮像レンズであって、
　物体側から像面側に向かって順に、絞り、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するメ
ニスカスレンズとされた第１レンズ、および像面側に凸面を向けた正のパワーを有するメ
ニスカスレンズとされた第２レンズを配設し、次の（１）および（２）に示す各条件式、
　－３０．５≦ｒ３／ｄ３≦－１９　　　（１）
　－１１．５≦ｒ３／ｒ２≦－７　　　　（２）
　但し、
　ｒ２：第１レンズの像面側の面の中心曲率半径
　ｒ３：第２レンズの物体側の面の中心曲率半径
　ｄ３：第２レンズの中心厚
　を満足することを特徴とする撮像レンズ。
【請求項２】
　更に、次の（３）に示す条件式、
　０．４５≦ｒ１／ｒ２≦０．５５　　　（３）
　但し、
　ｒ１：第１レンズの物体側の面の中心曲率半径
　を満足することを特徴とする請求項１に記載の撮像レンズ。
【請求項３】
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　更に、次の（４）に示す条件式、
　０．９≦ｆ１／Ｆ≦１．１　　　　　 （４）
　但し、
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　Ｆ：光学系全体の焦点距離
　を満足することを特徴とする請求項１または２に記載の撮像レンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像レンズに係り、特に、携帯型のコンピュータ、テレビ電話、携帯電話等
に搭載されるＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の撮像素子の撮像面に、風景や人物等の物体の像を結像
させるカメラに用いられ、小型軽量化および光学性能の向上に好適とされた２枚レンズ構
成の撮像レンズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば、携帯電話、携帯型のコンピュータやテレビ電話等に搭載するためのＣＣ
Ｄ、ＣＭＯＳ等の固体撮像素子を利用したカメラの需要が著しく高まっている。このよう
なカメラは、限られた設置スペースに搭載する必要があることから、小型であり、かつ、
軽量であることが望まれている。
【０００３】
　そのため、このようなカメラに用いられる撮像レンズも、同様に、小型軽量であること
が要求されており、このような撮像レンズとしては、従来から、１枚のレンズを用いた１
枚構成のレンズ系が用いられていた。
【０００４】
　しかしながら、このような１枚構成のレンズ系は、小型軽量化には最適であるものの、
最近普及している１００万画素以上の高解像度の固体撮像素子（例えば、ＳＸＧＡ）の解
像能力を十分に発揮させることは困難である。
【０００５】
　一方、３枚構成のレンズ系では、光学性能の低下につながる各収差を有効に補正するこ
とができることから、極めて高い光学性能を得ることが可能となるが、このような３枚構
成のレンズ系では、部品点数が多いことから、小型軽量化が困難であり、各構成部品に高
い精度が要求されるため製造コストも上昇してしまう。
【０００６】
　これに対して、２枚構成のレンズ系は、３枚構成のレンズ系ほどの光学性能を望むこと
はできないものの、１枚構成のレンズ系より高い光学性能を得ることができ、小型でかつ
高解像度の固体撮像素子に好適なレンズ系であるといえる。
【０００７】
　このような２枚構成のレンズ系としては、これまでにも、例えば、特許文献１～３に示
すようなレンズ系が採用されていた。
【０００８】
【特許文献１】特開平４－２１１２１４号公報
【特許文献２】特開２００３－１０７３４４号公報
【特許文献３】特開２００４－６２０１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に記載のレンズ系は、第２レンズが物体側に凸面を向けたほ
とんどパワーを持たないメニスカスレンズとされているため、倍率色収差の補正が困難で
あるといった欠点を有している。
【００１０】
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　また、特許文献２に記載のレンズ系は、第１レンズが負のパワーのレンズとされている
ため小型軽量化が困難であり、さらに、絞りが第２レンズに対して像面側の位置に配置さ
れているためテレセントリック性が悪いといった欠点を有している。
【００１１】
　さらに、特許文献３に記載のレンズ系は、絞りが最も物体側に配置されているものの、
第２レンズの像面側の面が強い凹面に形成されているため、テレセントリック性が悪いと
いった欠点を有している。
【００１２】
　そこで、本発明はこのような問題点に鑑みなされたもので、小型軽量でありながら優れ
た光学性能を有する撮像レンズを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前述した目的を達成するため、本発明の請求項１に係る撮像レンズの特徴は、撮像素子
の撮像面に物体の像を結像させるために使用される撮像レンズであって、物体側から像面
側に向かって順に、絞り、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカスレンズと
された第１レンズ、および像面側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカスレンズと
された第２レンズを配設し、次の（１）および（２）に示す各条件式、
　－３０．５≦ｒ３／ｄ３≦－１９　　　（１）
　－１１．５≦ｒ３／ｒ２≦－７　　　　（２）
　但し、
　ｒ２：第１レンズの像面側の面の中心曲率半径
　ｒ３：第２レンズの物体側の面の中心曲率半径
　ｄ３：第２レンズの中心厚
　を満足する点にある。
【００１４】
　そして、この請求項１に係る発明によれば、第１レンズを物体側に凸面を向けた正のパ
ワーを有するメニスカスレンズとし、第２レンズを像面側に凸面を向けた正のパワーを有
するメニスカスレンズとし、さらに、（１）の条件式を満足するようにすることにより、
小型軽量化および倍率色収差をはじめとした諸収差の良好な補正が可能となる。更に、（
２）の条件式を満足するようにすることにより、ディストーションを良好に補正すること
が可能となる。
【００１７】
　さらに、請求項２に係る撮像レンズの特徴は、請求項１において、更に、次の（３）に
示す条件式、
　０．４５≦ｒ１／ｒ２≦０．５５　　　（３）
　但し、
　ｒ１：第１レンズの物体側の面の中心曲率半径
　を満足する点にある。
【００１８】
　そして、この請求項２に係る発明によれば、更に、（３）の条件式を満足するようにす
ることにより、小型軽量化を図りつつ、球面収差、非点収差、ディストーション、および
コマ収差をさらに確実に補正することが可能となる。
【００１９】
　さらにまた、請求項３に係る撮像レンズの特徴は、請求項１または２において、更に、
次の（４）に示す条件式、
　０．９≦ｆ１／Ｆ≦１．１　　　　　 （４）
　但し、
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　Ｆ：光学系全体の焦点距離
　を満足する点にある。
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【００２０】
　そして、この請求項３に係る発明によれば、更に、（４）の条件式を満足するようにす
ることにより、小型軽量化と高性能化とをさらに確実に両立させることが可能となる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、小型軽量でありながら優れた光学性能を有する撮像レンズを提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明に係る撮像レンズの実施形態について、図１を参照して説明する。
【００２３】
　本実施形態における撮像レンズ１は、図１に示すように、物体側から像面側に向かって
順に、絞り２と、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカスレンズとされた第
１レンズ３と、像面側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカスレンズとされた第２
レンズ４とを有している。
【００２４】
　各レンズ３、４は、シクロオレフィンコポリマー、シクロオレフィンポリマー、ポリカ
ーボネート等の樹脂材料の射出成形によって形成するようにしてもよい。好ましくは、各
レンズ３、４を、シリコーン樹脂等の耐熱樹脂によって形成するようにすれば、撮像レン
ズ１を固体撮像素子とともに回路基板上に半田リフローによって実装する際の耐熱性を確
保することができる。
【００２５】
　以下、第１レンズ３および第２レンズ４における物体側および像面側の各レンズ面を、
それぞれ第１面３ａ、４ａ、第２面３ｂ、４ｂと称することとする。
【００２６】
　第２レンズ４の第２面４ｂ側には、カバーガラス、ＩＲカットフィルタ、ローパスフィ
ルタ等の各種フィルタ５と、ＣＣＤあるいはＣＭＯＳ等の撮像素子（固体撮像素子等）の
受光面である撮像面６とがそれぞれ配設されている。なお、フィルタ５は、必要に応じて
省略することも可能である。
【００２７】
　ここで、第１レンズ３または第２レンズ４のいずれか一方を負のパワーを有するレンズ
にすると、倍率色収差は抑えられるものの、小型軽量化および高性能化が困難となる。
【００２８】
　また、本実施形態においては、次の（１）に示す条件式を満足するようにする。
【００２９】
　－３０．５≦ｒ３／ｄ３≦－１９　　　（１）
　但し、（１）式におけるｒ３は、第２レンズ４の第１面４ａの中心曲率半径である(以
下、同様）。また、（１）式におけるｄ３は、第２レンズ４の中心厚である（以下、同様
）。
【００３０】
　ここで、ｒ３／ｄ３の値が、（１）式に示す値（－３０．５）よりも小さくなると、負
のディストーションおよび非点収差が大きくなる。一方、ｒ３／ｄ３の値が、（１）式に
示す値（－１９）よりも大きくなると、第２レンズ４の第１面４ａのパワーが弱くなるた
め、倍率色収差および像面湾曲の補正が困難となる。
【００３１】
　したがって、本実施形態によれば、レンズ枚数が少ない二枚構成のレンズにおいて、第
１レンズ３を物体側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカスレンズとし、第２レン
ズ４を像面側に凸面を向けた正のパワーを有するメニスカスレンズとし、ｒ３／ｄ３の値
を（１）の条件式を満足するようにすることにより、小型軽量化および倍率色収差をはじ
めとした諸収差の良好な補正が可能となる。
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【００３２】
　また、最も物体側に絞り２を配置することによって、射出瞳位置を撮像面６から遠い位
置に設定することができるので、テレセントリック性を確保することができる。
【００３３】
　なお、このｒ３とｄ３との関係は、－２７≦ｒ３／ｄ３≦－１９とされることが、より
好ましい。
【００３４】
　上記構成に加えて、さらに、本実施形態においては、次の（２）に示す条件式を満足す
るようにする。
【００３５】
　－１１．５≦ｒ３／ｒ２≦－７　　　　（２）
　但し、（２）式におけるｒ２は、第１レンズ３の第２面３ｂの中心曲率半径である（以
下、同様）。
【００３６】
　ここで、ｒ３／ｒ２の値が、（２）式に示す範囲から外れると、ディストーションの補
正が困難となる。
【００３７】
　したがって、本実施形態によれば、ｒ３／ｒ２の値を（２）の条件式を満足するように
することにより、ディストーションを良好に補正することが可能となる。
【００３８】
　なお、このｒ３とｒ２との関係は、－１０≦ｒ３／ｒ２≦－８とされることが、より好
ましい。
【００３９】
　上記構成に加えて、さらに、本実施形態においては、次の（３）に示す条件式を満足す
るようにする。
【００４０】
　０．４５≦ｒ１／ｒ２≦０．５５　　　（３）
　但し、（３）式におけるｒ１は、第１レンズ３の第１面３ａの中心曲率半径である（以
下、同様）。
【００４１】
　ここで、ｒ１／ｒ２の値が、（３）式に示す値（０．４５）よりも小さくなると、球面
収差、コマ収差および非点収差の補正が困難となる。一方、ｒ１／ｒ２の値が、（３）式
に示す値（０．５５）よりも大きくなると、球面収差、非点収差およびディストーション
の補正ならびに小型軽量化が困難となる。
【００４２】
　したがって、本実施形態によれば、ｒ１／ｒ２の値を（３）の条件式を満足するように
することにより、小型軽量化を図りつつ、球面収差、非点収差、ディストーション、およ
びコマ収差をさらに確実に補正することが可能となる。
【００４３】
　なお、このｒ１とｒ２との関係は、０．４７≦ｒ１／ｒ２≦０．５３とされることが、
より好ましい。
【００４４】
　上記構成に加えて、さらに、本実施形態においては、次の（４）に示す条件式を満足す
るようにする。
【００４５】
　０．９≦ｆ１／Ｆ≦１．１　　　　　 （４）
　但し、（４）式におけるｆ１は、第１レンズ３の焦点距離である。また、（４）式にお
けるＦは、光学系全体の焦点距離である。
【００４６】
　ここで、ｆ１／Ｆの値が（４）式に示す値（０．９）よりも小さくなると、第１レンズ
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３のパワーが強くなり過ぎるため、諸収差の補正が困難となる。一方、ｆ１／Ｆの値が（
４）式に示す値（１．１）よりも大きくなると、第１レンズ３のパワーが小さくなり過ぎ
るので、小型軽量化が困難となる。
【００４７】
　したがって、本実施形態によれば、ｆ１／Ｆの値を（４）の条件式を満足するようにす
ることにより、小型軽量化と高性能化とをさらに確実に両立させることが可能となる。
【００４８】
　なお、このｆ１とＦとの関係は、０．９５≦ｆ１／Ｆ≦１．０５とされることが、より
好ましい。
【実施例】
【００４９】
　次に、本発明の実施例について、図２～図２５を参照して説明する。
【００５０】
　ここで、本実施例において、Ｆｎｏは、Ｆナンバー、ωは、画角、ｒ は、光学面の曲
率半径（レンズの場合は中心曲率半径）を示す。また、ｄは、次の光学面までの距離を示
す。また、ｎｄは、ｄ線（黄色）を照射した場合における各光学系の屈折率、νｄは、同
じくｄ線の場合における各光学系のアッベ数を示す。
【００５１】
　ｋ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、次の（５）式における各係数を示す。すなわち、レンズの
非球面の形状は、光軸７方向にＺ軸、光軸７に直交する方向にＸ軸をとり、光の進行方向
を正とし、ｋを円錐係数、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅを非球面係数、ｒを曲率半径としたとき次
式で表される。
【００５２】
　Ｚ（Ｘ）＝ｒ－１Ｘ２／［１＋｛１－（ｋ＋１）ｒ－２Ｘ２｝１／２］
　　　　　　＋ＡＸ４＋ＢＸ６＋ＣＸ８＋ＤＸ１０＋ＥＸ１２　　 　（５）
【００５３】
　また、以下の実施例において、円錐係数および非球面係数を表す数値に用いられる記号
Ｅは、その次に続く数値が１０を底としたべき指数であることを示し、その１０を底とし
たべき指数で表される数値が、Ｅの前の数値に乗算されることを示す。例えば、－２．７
５６６Ｅ－１は、－２．７５６６×１０－１であることを示す。
【００５４】
＜第１実施例＞
　図２は、本発明の第１実施例として、図１に示した撮像レンズ１と同一の撮像レンズ１
を示したものであり、本実施例における撮像レンズ１は、第２レンズ４の第２面４ｂと撮
像面６との間にフィルタ５としてのカバーガラスを配置している。
【００５５】
　この第１実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【００５６】
レンズデータ

　Ｆ＝１．３４６ｍｍ、ｆ１＝１．４４４ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６６．２°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.05
２（第１レンズ第１面）　　0.448　　　 0.28　　　　1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.874　　　 0.25
４（第２レンズ第１面）　 -8.514　　　 0.42　　　　1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -2.563　　　 0.10
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.50　　　　1.5168　　　　64
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７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -2.7566E-1　 1.6865E-1　2.0518E+1　-2.3876E+2　 1.6585E+3　 0
３　　7.2243　　　 1.1053　　-3.4717E+1　 9.3798E+2　-1.2074E+4　 6.9692E+4
４　　0　　　　　-1.6421　　 7.0287　　　-6.6174E+2　 8.8760E+3　-4.4477E+4
５　 -2.9957E+2　-1.6074　　 1.0138E+1　 -7.1321E+1　 2.2437E+2　-2.9650E+2
【００５７】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－２０．２６９となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－９．７４２となり、（２）式を満足するものであった。
さらに、ｒ１／ｒ２＝０．５１３となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた
、ｆ１／Ｆ＝１．０７２となり、（４）式を満足するものであった。
【００５８】
　この第１実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図３に示す。
【００５９】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【００６０】
＜第２実施例＞
　図４は、本発明の第２実施例を示したものであり、本実施例においては、図１に示した
構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィルタ５
としてのカバーガラスを配置している。
【００６１】
　この第２実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【００６２】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４２７ｍｍ、ｆ１＝１．４３９ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６３．３°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.454　　　 0.296　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.896　　　 0.283
４（第２レンズ第１面）　 -9.856　　　 0.394　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -5.824　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -1.7139E-1　 7.2815E-2　1.2903E+1　-1.1701E+2　 7.7082E+2　 0
３　　7.0837　　　 1.1177　　-3.0961E+1　 8.1132E+2　-9.9371E+3　 5.8772E+4
４　　0　　　　　-2.1103　　 2.0450E+1　-8.4609E+2　 9.6901E+3　-4.2772E+4
５　 -1.4535E+3　-1.0928　　 4.8645　　　-4.4959E+1　 1.5594E+2　-2.2190E+2
【００６３】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－２５．０００となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－１１．０００となり、（２）式を満足するものであった
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。さらに、ｒ１／ｒ２＝０．５０７となり、（３）式を満足するものであった。さらにま
た、ｆ１／Ｆ＝１．００８となり、（４）式を満足するものであった。
【００６４】
　この第２実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図５に示す。
【００６５】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【００６６】
＜第３実施例＞
　図６は、本発明の第３実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示した
構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィルタ５
としてのカバーガラスを配置している。
【００６７】
　この第３実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【００６８】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４５７ｍｍ、ｆ１＝１．４５７ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６２．０°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.484　　　 0.358　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　1.003　　　 0.274
４（第２レンズ第１面）　-11.030　　　 0.368　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -7.917　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -2.0475E-1　-2.2481E-1　1.6774E+1　-1.9614E+2　 1.0808E+3　 0
３　　4.0507　　　1.2021　　 -2.3850E+1　 7.6446E+2　-9.2499E+3　 5.2612E+4
４　　0　　　　　-2.3615　　 2.7472E+1　-9.8123E+2　 1.0745E+4　-4.5097E+4
５　 -2.1169E+3　-9.9501E-1　2.8154　　 -3.9307E+1　 1.6041E+2　-2.5546E+2
【００６９】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－３０．０００となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－１１．０００となり、（２）式を満足するものであった
。さらに、ｒ１／ｒ２＝０．４８３となり、（３）式を満足するものであった。さらにま
た、ｆ１／Ｆ＝１．０００となり、（４）式を満足するものであった。
【００７０】
　この第３実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図７に示す。
【００７１】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【００７２】
＜第４実施例＞
　図８は、本発明の第４実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示した
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構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィルタ５
としてのカバーガラスを配置している。
【００７３】
　この第４実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【００７４】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４０７ｍｍ、ｆ１＝１．４４３ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６３．８°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.492　　　 0.363　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　1.071　　　 0.250
４（第２レンズ第１面）　 -7.494　　　 0.375　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -3.713　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -9.1079E-1　 1.8973E-1　3.0162E+1　-4.0704E+2　 2.4377E+3　 0
３　 -3.2808　　　2.3862　　 -4.8603E+1　 1.3308E+3　-1.5506E+4　 7.8066E+4
４　　0　　　　　-1.4662　　 1.4309E+1　-1.0168E+3　 1.2999E+4　-5.9433E+4
５　 -6.2533E+2　-1.1294　　 4.2717　　　-4.9854E+1　 1.9993E+2　-3.1879E+2
【００７５】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－２０．００３となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－７．００１となり、（２）式を満足するものであった。
さらに、ｒ１／ｒ２＝０．４６０となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた
、ｆ１／Ｆ＝１．０２６となり、（４）式を満足するものであった。
【００７６】
　この第４実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図９に示す。
【００７７】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【００７８】
＜第５実施例＞
　図１０は、本発明の第５実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示し
た構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィルタ
５としてのカバーガラスを配置している。
【００７９】
　この第５実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【００８０】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４０７ｍｍ、ｆ１＝１．４４０ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６３．９°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
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１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.441　　　 0.272　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.844　　　 0.281
４（第２レンズ第１面）　 -9.282　　　 0.413　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -4.323　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -5.1419E-2　 1.3834E-1　9.7663　　　-6.6296E+1　 5.2438E+2　 0
３　　6.8747　　　1.0473　　 -2.2221E+1　 5.8582E+2　-6.8438E+3　4.3812E+4
４　　0　　　　　-2.3380　　 2.1296E+1　-7.5461E+2　 8.3416E+3　-3.7206E+4
５　 -9.2176E+2　-1.3146　　 6.5726　　　-4.7765E+1　 1.4826E+2　-1.9567E+2
【００８１】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－２２．４５０となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－１１．０００となり、（２）式を満足するものであった
。さらに、ｒ１／ｒ２＝０．５２２となり、（３）式を満足するものであった。さらにま
た、ｆ１／Ｆ＝１．０２４となり、（４）式を満足するものであった。
【００８２】
　この第５実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図１１に示す。
【００８３】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【００８４】
＜第６実施例＞
　図１２は、本発明の第６実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示し
た構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィルタ
５としてのカバーガラスを配置している。
【００８５】
　この第６実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【００８６】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４５７ｍｍ、ｆ１＝１．４６１ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６２．０°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.490　　　 0.371　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　1.023　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　-11.256　　　 0.370　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -7.513　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -3.9529E-1　-8.6129E-2　1.8539E+1　-2.1700E+2　 1.2047E+3　0
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３　　3.0263　　　1.1756　　 -2.0848E+1　 7.0444E+2　-8.5568E+3　4.8132E+4
４　　0　　　　　-2.4547　　 3.0847E+1　-1.0554E+3　 1.1513E+4　-4.8260E+4
５　 -2.0040E+3　-1.0225　　 3.0155　　　-3.9916E+1　 1.6117E+2　-2.5571E+2
【００８７】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－３０．４００となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－１１．０００となり、（２）式を満足するものであった
。さらに、ｒ１／ｒ２＝０．４７９となり、（３）式を満足するものであった。さらにま
た、ｆ１／Ｆ＝１．００３となり、（４）式を満足するものであった。
【００８８】
　この第６実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図１３に示す。
【００８９】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【００９０】
＜第７実施例＞
　図１４は、本発明の第７実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示し
た構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィルタ
５としてのカバーガラスを配置している。
【００９１】
　この第７実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【００９２】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４５７ｍｍ、ｆ１＝１．４４５ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６２．０°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.463　　　 0.318　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.924　　　 0.295
４（第２レンズ第１面）　-10.350　　　 0.370　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -9.197　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -2.7939E-1　 1.2834E-1　1.2825E+1　-1.1183E+2　 6.7759E+2　0
３　　4.3570　　　1.2665　　 -1.6150E+1　 6.3353E+2　-8.3565E+3　5.9277E+4
４　　0　　　　　-2.5804　　 3.1207E+1　-9.8613E+2　 1.0354E+4　-4.2493E+4
５　 -2.8717E+3　-1.0546　　 3.6700　　　-4.2527E+1　 1.6279E+2　-2.4757E+2
【００９３】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－２８．０００となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－１１．２００となり、（２）式を満足するものであった
。さらに、ｒ１／ｒ２＝０．５０１となり、（３）式を満足するものであった。さらにま
た、ｆ１／Ｆ＝０．９９２となり、（４）式を満足するものであった。
【００９４】
　この第７実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図１５に示す。
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【００９５】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【００９６】
＜第８実施例＞
　図１６は、本発明の第８実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示し
た構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィルタ
５としてのカバーガラスを配置している。
【００９７】
　この第８実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【００９８】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４５７ｍｍ、ｆ１＝１．４４０ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６２．１°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.448　　　 0.297　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.861　　　 0.284
４（第２レンズ第１面）　 -7.809　　　 0.409　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -6.923　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -2.6776E-1　 3.7301E-1　9.3675　　 -5.1311E+1　 4.2657E+2　 0
３　　6.6256　　　1.0143　　 -2.5480E+1　 7.8058E+2　-1.0298E+4　6.4370E+4
４　　0　　　　　-2.6465　　 2.9742E+1　-8.9008E+2　 9.2808E+3　-3.9391E+4
５　 -2.2438E+3　-1.2474　　 6.3901　　　-4.8806E+1　 1.5250E+2　-1.9740E+2
【００９９】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－１９．１００となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－９．０６７となり、（２）式を満足するものであった。
さらに、ｒ１／ｒ２＝０．５２０となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた
、ｆ１／Ｆ＝０．９８８となり、（４）式を満足するものであった。
【０１００】
　この第８実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図１７に示す。
【０１０１】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【０１０２】
＜第９実施例＞
　図１８は、本発明の第９実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示し
た構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィルタ
５としてのカバーガラスを配置している。
【０１０３】
　この第９実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【０１０４】
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レンズデータ

　Ｆ＝１．４５７ｍｍ、ｆ１＝１．４４１ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６２．１°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.448　　　 0.295　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.863　　　 0.284
４（第２レンズ第１面）　 -7.953　　　 0.412　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -6.899　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -1.5573E-1　 2.2703E-1　8.4350　　 -4.7995E+1　 3.9172E+2　 0
３　　6.8458　　　8.9702E-1　-1.9708E+1　5.6215E+2　-7.0028E+3　 4.417E+4
４　　0　　　　　-2.5445　　 2.5350E+1　-8.0585E+2　 8.5673E+3　-3.7038E+4
５　 -1.9972E+3　-1.1148　　 4.6036　　　-3.7525E+1　 1.2017E+2　-1.6143E+2
【０１０５】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－１９．３００となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－９．２２１となり、（２）式を満足するものであった。
さらに、ｒ１／ｒ２＝０．５１９となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた
、ｆ１／Ｆ＝０．９８９となり、（４）式を満足するものであった。
【０１０６】
　この第９実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーションを
図１９に示す。
【０１０７】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【０１０８】
＜第１０実施例＞
　図２０は、本発明の第１０実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示
した構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィル
タ５としてのカバーガラスを配置している。
【０１０９】
　この第１０実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【０１１０】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４５７ｍｍ、ｆ１＝１．４４２ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６２．１°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.448　　　 0.294　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.863　　　 0.285
４（第２レンズ第１面）　 -8.081　　　 0.412　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -6.965　　　 0.100
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６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -2.8738E-1　 4.1980E-1　8.8275　　 -4.0776E+1　 3.8791E+2　 0
３　　6.8948　　　8.8174E-1　-1.8498E+1　5.0887E+2　-6.1397E+3　 3.8801E+4
４　　0　　　　　-2.4847　　 2.3172E+1　-7.6579E+2　 8.2271E+3　-3.5862E+4
５　 -1.8416E+3　-1.0461　　 3.7885　　　-3.2908E+1　 1.0793E+2　-1.4883E+2
【０１１１】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－１９．６００となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－９．３６６となり、（２）式を満足するものであった。
さらに、ｒ１／ｒ２＝０．５１９となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた
、ｆ１／Ｆ＝０．９８９となり、（４）式を満足するものであった。
【０１１２】
　この第１０実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーション
を図２１に示す。
【０１１３】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【０１１４】
＜第１１実施例＞
　図２２は、本発明の第１１実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示
した構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィル
タ５としてのカバーガラスを配置している。
【０１１５】
　この第１１実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【０１１６】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４５７ｍｍ、ｆ１＝１．４４３ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６２．１°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.448　　　 0.294　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.862　　　 0.285
４（第２レンズ第１面）　 -8.167　　　 0.412　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -6.951　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -3.0080E-1　 4.2665E-1　9.2379　　 -4.4877E+1　 4.0561E+2　 0
３　　6.8918　　　8.6028E-1　-1.6965E+1　4.6008E+2　-5.4347E+3　 3.4834E+4
４　　0　　　　　-2.4488　　 2.1835E+1　-7.3539E+2　 7.9205E+3　-3.4654E+4
５　 -1.9738E+3　-1.0675　　 4.0456　　　-3.4138E+1　 1.1058E+2　-1.5071E+2
【０１１７】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－１９．８００となり、（１）式を満足するもの
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であった。また、ｒ３／ｒ２＝－９．４７２となり、（２）式を満足するものであった。
さらに、ｒ１／ｒ２＝０．５２０となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた
、ｆ１／Ｆ＝０．９９０となり、（４）式を満足するものであった。
【０１１８】
　この第１１実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーション
を図２３に示す。
【０１１９】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【０１２０】
＜第１２実施例＞
　図２４は、本発明の第１２実施例を示したものであり、本実施例においても、図１に示
した構成の撮像レンズ１と同様に、第２レンズ４の第２面４ｂと撮像面６との間にフィル
タ５としてのカバーガラスを配置している。
【０１２１】
　この第１２実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
【０１２２】
レンズデータ

　Ｆ＝１．４５７ｍｍ、ｆ１＝１．４３５ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８、ω＝６２．０°

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　 ｄ　　　　 ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　0.000　　　-0.050
２（第１レンズ第１面）　　0.463　　　 0.322　　　 1.52　　　　　53
３（第１レンズ第２面）　　0.929　　　 0.290
４（第２レンズ第１面）　 -7.435　　　 0.372　　　 1.52　　　　　53
５（第２レンズ第２面）　 -7.239　　　 0.100
６（カバーガラス第１面）　0.000　　　 0.500　　　 1.5168　　　　64
７（カバーガラス第２面）　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　 Ａ　　　　 Ｂ　　　　 Ｃ　　　　 Ｄ　　　　Ｅ
２　 -7.6841E-1　 7.6287E-1　1.3571E+1　-1.0430E+2　6.7900E+2　 0
３　 -4.9412　　　2.9195　　 -2.8484E+1　1.0218E+3　-1.3083E+4　 8.2402E+4
４　　0　　　　　-2.6524　　　3.4298E+1　-1.1044E+3　1.1857E+4　-4.9659E+4
５　 -1.7886E+3　-1.1421　　　4.2544　　 -4.6231E+1　 1.7578E+2　-2.6741E+2
【０１２３】
　このような条件の下で、ｒ３／ｄ３＝－２０．０００となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｒ３／ｒ２＝－８．０００となり、（２）式を満足するものであった。
さらに、ｒ１／ｒ２＝０．４９８となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた
、ｆ１／Ｆ＝０．９８５となり、（４）式を満足するものであった。
【０１２４】
　この第１２実施例の撮像レンズ１における球面収差、非点収差およびディストーション
を図２５に示す。
【０１２５】
　この結果によれば、球面収差、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足で
きる結果となり、十分な光学特性が得られることが分かる。
【０１２６】
　なお、本発明は前記実施例のものに限定されるものではなく、必要に応じて種々変更す
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ることが可能である。
【０１２７】
　例えば、第１および第２レンズの材料として、樹脂材料以外の透光性材料を適宜用いる
ようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１２８】
【図１】本発明に係る撮像レンズの実施の一形態を示す概略構成図
【図２】本発明に係る撮像レンズの第１実施例を示す概略構成図
【図３】図２に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーションを示
す説明図
【図４】本発明に係る撮像レンズの第２実施形態を示す概略構成図
【図５】図４に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーションを示
す説明図
【図６】本発明に係る撮像レンズの第３実施形態を示す概略構成図
【図７】図６に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーションを示
す説明図
【図８】本発明に係る撮像レンズの第４実施形態を示す概略構成図
【図９】図８に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーションを示
す説明図
【図１０】本発明に係る撮像レンズの第５実施形態を示す概略構成図
【図１１】図１０に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーション
を示す説明図
【図１２】本発明に係る撮像レンズの第６実施形態を示す概略構成図
【図１３】図１２に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーション
を示す説明図
【図１４】本発明に係る撮像レンズの第７実施形態を示す概略構成図
【図１５】図１４に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーション
を示す説明図
【図１６】本発明に係る撮像レンズの第８実施形態を示す概略構成図
【図１７】図１６に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーション
を示す説明図
【図１８】本発明に係る撮像レンズの第９実施形態を示す概略構成図
【図１９】図１８に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーション
を示す説明図
【図２０】本発明に係る撮像レンズの第１０実施形態を示す概略構成図
【図２１】図２０に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーション
を示す説明図
【図２２】本発明に係る撮像レンズの第１１実施形態を示す概略構成図
【図２３】図２２に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーション
を示す説明図
【図２４】本発明に係る撮像レンズの第１２実施形態を示す概略構成図
【図２５】図２４に示す撮像レンズにおける球面収差、非点収差およびディストーション
を示す説明図
【符号の説明】
【０１２９】
　１　撮像レンズ
　２　絞り
　３　第１レンズ
　４　第２レンズ
　６　撮像面
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